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キ
ェ
ル

「
建
揚
」

ケ
ゴ
ー
ル
に
於
け

の
概
念
の
発
展

る

渡

部

光

男

序
　
目
的
と
方
法

　
迷
路
の
よ
う
に
入
り
組
ん
だ
セ
ー
レ
ン
・
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
著
作
活
動
に
出
て
、
い
わ
ぽ
日
の
当
る
「
前
面
」
の
部
分
と
、
影
に
な
っ

た
「
背
面
」
の
部
分
と
の
弁
証
法
的
二
重
性
が
存
在
す
る
。
概
略
に
言
え
ば
、
仮
名
の
『
こ
れ
か
、
あ
れ
か
』
、
『
回
復
』
、
『
お
そ
れ
と
お

の
の
き
』
、
『
不
安
の
概
念
』
、
『
哲
学
的
断
片
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
美
的
署
作
」
の
影
に
は
実
名
の
十
八
篇
の
『
建
揚
的
講
話
臨
が
存
在

す
る
。
し
か
も
こ
の
二
重
性
は
『
後
書
』
を
契
機
に
「
前
面
」
と
「
背
面
」
が
交
代
し
、
「
建
揚
的
著
作
」
も
し
く
は
「
キ
リ
ス
ト
教
的

著
作
が
「
表
」
と
な
る
。
さ
ら
に
細
か
く
み
れ
ぽ
そ
の
二
面
の
著
作
権
相
互
に
弁
証
法
的
な
対
話
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
回
復
』

（
一
八
四
三
年
十
月
十
六
日
号
）
に
於
け
る
「
ヨ
ブ
記
」
の
取
り
扱
い
と
、
『
四
つ
の
二
二
的
講
話
』
（
一
八
四
三
年
十
二
月
六
日
号
）
の

「
ヨ
ブ
記
」
の
そ
れ
と
の
間
に
は
美
的
な
伝
達
と
倫
理
－
宗
教
的
な
伝
達
と
の
対
話
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
　
こ
の
小
論
で
は
初
期
か

ら
後
期
の
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
を
つ
ら
ぬ
く
一
本
の
導
き
の
糸
と
し
て
、
「
唐
揚
扁
の
概
念
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
思
想
的
発
展
の

相
の
も
と
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
思
想
の
深
さ
を
例
証
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る
。

　
と
り
あ
え
ず
用
語
の
問
題
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
…
ル
の
用
語
○
娼
9
σ
Q
σ
q
Φ
置
①
は
、
「
あ
く
ま
で
も
個
々
の
人
間
に
主
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（
－
）

体
的
に
働
き
か
け
、
個
人
的
入
間
の
実
存
を
、
神
と
の
関
係
に
重
て
、
ゆ
さ
ぶ
り
黛
覚
め
さ
せ
、
内
面
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
ざ
す
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
。
℃
－
げ
団
σ
q
σ
q
。
（
ド
イ
ツ
藷
で
は
角
び
餌
¢
①
⇔
又
は
簿
二
出
び
窪
窪
に
あ
た
る
）
は
。
℃
（
上
に
）
ぴ
団
α
q
σ
Q
①

（
建
て
る
）
の
舎
成
語
で
あ
っ
て
、
○
菩
）
・
σ
q
σ
q
色
ω
Φ
は
そ
れ
の
名
詞
形
で
あ
る
。
邦
訳
者
は
こ
れ
の
訳
語
に
困
り
、
「
建
徳
」
と
か
「
教
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
訳
し
て
い
る
が
、
ど
な
た
も
満
足
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小
論
で
は
「
建
徳
」
と
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
隅
徳
」
が
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
の
倫
理
思
想
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
理
解
し
、
「
建
揚
」
と
訳
す
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
場
合
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
止
揚
扁
（
》
¢
幽
7
Φ
げ
①
コ
）
を

横
髪
で
見
る
点
で
も
有
用
で
あ
り
、
し
か
も
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
…
ル
に
撃
て
は
「
揚
げ
る
」
と
は
「
深
め
る
」
こ
と
を
意
塗
し
て
い
る
点
で
も

鳶
用
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
で
本
小
論
で
は
○
燭
ξ
σ
q
σ
q
。
『
㊦
に
対
し
て
「
愛
息
」
と
言
う
訳
語
が
統
一
的
に
用
い
ら
れ
る
。

　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
鞭
て
、
「
忌
寸
」
と
言
う
語
は
い
ま
だ
概
念
化
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
『
イ
ロ
ニ
ー
の
概
念
』
（
一
八
四
一
年
半
や
『
こ

れ
か
、
あ
れ
か
』
（
一
八
四
一
二
年
）
第
一
部
に
散
見
さ
れ
る
。
彼
に
よ
り
意
図
的
に
「
加
工
的
扁
と
し
て
概
念
化
さ
れ
、
は
じ
め
て
著
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

に
出
現
す
る
の
は
『
こ
れ
か
、
あ
れ
か
』
第
二
都
に
勝
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
な
思
想
が
建
揚
的
と
さ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
、

人
間
が
神
に
対
し
て
常
に
不
正
だ
と
書
う
思
想
は
「
建
揚
的
篇
で
あ
り
、
「
こ
の
思
想
は
二
重
の
仕
方
で
．
建
揚
的
な
力
を
示
す
、
そ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
4
）

つ
は
こ
の
思
想
が
懐
疑
を
隆
止
し
、
懐
疑
の
苦
悩
を
し
ず
め
、
他
の
一
つ
は
、
こ
の
思
想
が
行
為
へ
と
は
げ
ま
す
こ
と
に
よ
っ
て
し
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
。
何
故
な
ら
「
建
過
す
る
真
理
の
み
が
君
に
と
っ
て
真
理
で
あ
る
篇
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
実
存
的
カ
テ
．
コ
リ
ー
と
し
て
の
「
建

築
」
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
本
来
的
に
倫
理
…
宗
教
的
概
念
で
あ
っ
て
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
於
て
は
初
期
著
作
か
ら
後
期
に
い
た
る
ま

で
た
ど
ら
え
得
る
貴
重
な
導
き
の
糸
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
に
は
真
の
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
；
ル
理
解
が
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
！
ル
に
於
て
は
「
建
揚
」
と
言
う
概
念
は
（
「
建
揚
的
」
も
念
め
て
）
、
は
じ
め
は
曖
昧
に
「
倫
理
一
宗
教
的
な
篇
象
薦
に

於
て
、
つ
い
で
、
『
後
書
』
以
降
で
は
、
宗
教
性
A
、
宗
教
性
B
の
幕
無
で
、
つ
い
に
は
宗
教
性
B
か
ら
の
還
相
面
に
於
て
使
帯
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
「
建
揚
」
に
は
四
つ
の
段
階
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
順
に
0
倫
理
…
宗
教
的
建
揚
、
口
宗
教

性
A
と
し
て
の
建
揚
、
臼
宗
教
性
B
と
し
て
の
建
揚
、
　
こ
れ
を
キ
ェ
ル
ケ
．
コ
ー
ル
は
「
逆
説
的
一
挙
揚
的
な
も
の
」
（
鳥
簿
勺
鍵
鋤
審
×
－
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○
菩
団
α
q
σ
q
①
一
回
σ
q
㊦
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
㈱
宗
教
性
B
か
ら
の
還
相
獣
脂
揚
」

概
念
を
発
展
史
的
に
や
や
細
か
に
追
求
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
倫
理
－
宗
教
的
建
揚

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
「
建
徳
」
の

　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
実
名
で
刊
行
さ
れ
た
十
八
篇
の
『
建
揚
的
講
話
』
は
権
威
な
し
に
語
ら
れ
、
説
教
で
は
な
く
、
た
ん
な
る
「
講
話
」

で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
「
建
揚
の
た
め
」
（
叶
臨
　
○
冒
げ
団
σ
Q
α
q
Φ
一
6
0
①
）
で
は
な
く
、
「
建
揚
的
な
」
（
。
℃
ξ
σ
q
碧
｝
斜
）
講
話
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ

れ
は
後
期
の
著
作
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
教
的
講
話
』
（
一
八
四
八
年
）
の
第
三
部
で
は
、
「
建
窯
の
た
め
の
」
と
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
『
死

に
至
る
病
』
（
「
八
四
九
年
）
の
副
題
が
「
建
仁
と
覚
醒
の
た
め
に
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
挙
挙
で
あ

る
。
キ
ェ
ル
ケ
．
コ
ー
ル
の
説
明
に
よ
れ
ぽ
、
「
建
揚
的
」
は
詩
人
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
；
リ
で
あ
り
、
そ
れ
は
倫
理
－
宗
教
的
段
階
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

思
想
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
　
「
挙
揚
的
な
も
の
」
に
は
、
キ
ェ
ル
ヶ
ゴ
…
ル
の
規
定
と
し
て
の
「
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
」
が
、
例
え
ば
、

罪
、
罪
の
ゆ
る
し
、
神
と
の
和
解
、
時
間
に
於
て
出
現
し
た
神
、
逆
説
、
な
と
が
、
本
来
的
実
存
的
信
仰
に
裏
打
ち
さ
れ
て
取
り
扱
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
建
揚
的
と
言
う
性
格
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
と
言
う
性
格
よ
り
も
広
範
囲
で
あ
る
。

　
ま
ず
『
建
揚
的
講
話
』
（
一
八
四
三
年
～
四
四
年
、
便
宜
上
十
八
篇
を
年
代
順
に
番
号
を
つ
け
た
講
話
と
し
て
取
り
扱
う
）
に
於
け
る

「
倫
理
－
宗
教
的
建
揚
」
の
概
念
を
吟
味
す
る
。
こ
こ
に
於
て
認
め
ら
れ
る
る
も
の
は
美
的
著
作
（
『
こ
れ
か
、
あ
れ
か
』
（
一
八
四
三
年
）
、

『
回
復
』
（
一
八
四
三
年
）
、
『
お
そ
わ
れ
と
お
の
の
き
』
（
一
八
四
三
年
）
）
に
対
す
る
一
段
と
発
展
し
た
倫
理
－
宗
教
的
な
視
点
か
ら
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

よ
り
大
き
な
、
よ
り
内
面
的
な
、
一
貫
し
た
実
存
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
倫
理
－
宗
教
的
数
理
」
は
美
的
実
存
の
現
実
に

於
け
る
矛
盾
、
も
し
く
は
設
問
に
対
し
て
、
宗
教
学
B
へ
と
や
が
て
発
展
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
「
進
路
」
を
指
示
す
る
の
で
あ

る
。
　
一
八
四
四
年
の
段
階
で
は
、
倫
理
一
宗
教
的
な
も
の
と
、
宗
教
性
A
と
の
区
別
は
、
ま
だ
曖
昧
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
『
建
国

的
講
話
』
ま
で
の
過
程
で
考
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
が
指
示
す
る
も
の
は
広
い
意
味
で
の
信
仰
（
宗
教
性
）
で
あ
る
。
「
《
建
揚
的

一　127　一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

講
話
》
の
出
発
点
は
、
建
揚
的
な
も
の
の
中
に
、
従
っ
て
一
般
的
－
人
間
的
な
も
の
の
中
に
あ
る
。
」
あ
る
い
は
、
「
海
嶺
は
宗
教
的
実
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
生
き
る
た
め
の
入
門
的
前
提
で
あ
る
。
」
「
建
揚
は
個
人
的
な
心
の
流
幽
と
な
ん
の
関
わ
り
が
な
い
、
と
言
う
の
は
、
止
揚
は
わ
が
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
す
る
こ
と
で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

　
こ
こ
で
十
八
篇
の
講
話
の
内
容
を
概
観
し
、
　
「
倫
理
－
宗
教
的
建
揚
」
の
概
念
の
肉
付
け
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
第
一
講
話
（
一
八

四
三
年
五
月
）
に
於
て
は
「
信
仰
の
期
待
一
と
題
し
て
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
…
ル
は
美
的
な
時
間
理
解
に
対
し
て
「
永
遠
し
を
対
置
す
る
。
信

仰
は
未
来
を
志
向
し
、
超
越
せ
る
神
へ
の
信
頼
に
み
ち
た
理
解
で
あ
り
、
信
仰
は
そ
の
無
限
性
が
無
限
な
も
の
と
交
わ
る
一
つ
の
情
熱
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

あ
っ
て
、
実
存
の
真
理
に
対
す
る
覚
醒
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
信
仰
は
永
遠
的
な
も
の
に
対
す
る
癒
答
性
で
あ
り
、
実
存
の
退
屈
や
欲
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

不
満
を
の
り
こ
え
て
、
永
遠
な
も
の
の
約
束
に
達
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
自
己
の
力
動
的
表
現
で
あ
る
。
」
第
二
講
話
（
一
八
四
三
年
五
月
）

は
『
こ
れ
か
、
あ
れ
か
』
第
二
部
の
倫
理
観
の
批
判
で
あ
る
。
倫
理
的
実
存
の
限
界
は
苦
難
で
あ
る
。
愚
闇
は
倫
理
的
苦
難
を
人
爵
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
…
）

解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
信
仰
に
於
て
苦
難
は
神
の
賜
物
と
し
て
受
け
取
ら
れ
得
て
、
は
じ
め
て
克
服
さ
れ
得
る
。
こ
の
よ
う
に

キ
ェ
ル
ヶ
ゴ
ー
ル
は
賜
物
と
し
て
の
苦
難
と
、
罪
の
結
果
と
し
て
の
苦
難
の
両
面
か
ら
「
倫
理
…
宗
教
的
建
揚
」
を
理
解
し
て
い
る
。
第

　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

三
講
話
及
び
第
四
講
話
（
共
に
一
八
四
三
年
十
月
）
は
『
回
復
』
や
『
お
そ
わ
れ
と
お
の
の
き
』
に
於
け
る
問
題
提
示
に
対
す
る
一
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

「
キ
リ
ス
ト
教
的
篇
な
解
答
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
神
の
愛
は
入
曽
の
悲
劇
や
罪
に
対
し
て
勝
利
し
得
、
魂
に
精
神
的
な
強
さ
を
回

復
さ
せ
、
悔
改
め
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
三
講
話
に
於
て
は
「
完
全
な
も
の
」
と
し
て
の
宗
教
性
、
第
四
講
話
に
居
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

「
不
完
全
な
も
の
」
と
し
て
の
罪
、
特
に
「
罪
あ
る
女
」
の
像
が
取
り
扱
わ
れ
る
。
第
五
講
話
（
一
八
四
三
年
十
月
）
の
テ
ー
マ
は
「
内

な
る
入
の
強
化
」
で
あ
っ
て
、
『
回
復
』
に
よ
っ
て
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
宗
教
的
慰
め
を
表
し
、
絶
望
し
て
い
る
魂
は
、
神
に
対
し
自

己
の
苦
難
を
感
謝
す
る
な
ら
ぽ
、
取
り
戻
さ
れ
、
力
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
　
「
精
神
」
と
し
て
の
神
と
の
関
係
の
中
で
、
実

存
は
「
外
的
状
況
」
と
し
て
の
客
観
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
体
的
内
面
的
な
人
間
と
し
て
自
己
の
自
由
を
保
持
し
得
る
の
で
あ
る
。
第

　
　
（
2
1
V

六
講
話
（
一
八
匹
三
年
十
二
月
）
に
於
て
は
、
明
ら
か
に
『
回
復
』
に
看
て
取
り
扱
わ
れ
た
「
ヨ
ブ
記
偏
と
対
照
的
に
、
ヨ
ブ
の
状
況
の
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実
存
分
析
が
示
さ
れ
、
ヨ
ブ
の
苦
難
は
信
仰
に
裏
打
さ
れ
た
希
望
へ
と
通
じ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
倫
理
－
宗
教
的
画
廊
は
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

う
に
苦
難
と
希
望
の
間
に
は
り
わ
た
さ
れ
て
い
る
。
第
七
及
び
第
八
講
話
（
共
に
一
八
四
三
年
十
二
月
）
は
同
じ
テ
ー
マ
が
付
け
ら
れ
、

宗
教
性
に
於
て
は
、
神
の
み
が
正
し
く
、
さ
ら
に
神
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
人
間
の
完
全
さ
の
し
る
し
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
第
九

　
（
2
3
）

講
話
（
一
八
四
三
年
十
二
月
）
は
同
じ
く
『
回
復
』
の
問
題
と
重
要
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
時
間
的
な
も
の
と
永
遠
的
な
も
の
の
関
係

が
追
求
さ
れ
、
絶
望
に
於
て
獲
得
さ
れ
る
信
仰
的
な
魂
は
、
神
の
所
有
物
で
あ
っ
て
、
実
存
は
自
己
の
魂
の
安
ら
ぎ
と
し
て
の
永
遠
を
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

が
も
の
と
す
べ
く
努
力
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
十
講
話
（
一
八
四
四
年
三
月
）
は
神
の
摂
理
に
対
す
る
呼
応
性
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

の
忍
耐
を
語
る
。
第
十
一
講
話
（
一
八
四
四
年
三
月
）
は
信
仰
に
よ
っ
て
貧
困
や
悲
哀
は
永
遠
の
期
待
へ
と
変
化
す
る
と
語
る
。
第
十
二

　
（
2
6
）

講
話
（
～
八
四
四
年
六
月
）
は
真
理
と
し
て
の
宗
教
性
は
客
観
的
な
も
の
で
は
な
く
、
主
体
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
第
十
三
講

謙
v
（
一
八
四
四
年
六
月
）
は
重
要
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
で
氷
遠
の
浄
福
へ
の
期
待
」
で
あ
る
。
人
間
で
あ
る
こ
と
は
時
間
と
永
遠
に
含
ま

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
信
仰
と
は
期
待
と
言
う
状
況
の
中
で
神
と
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
永
遠
の
浄
語
は
何
も
時
間
的
な
保
証
が
与
え
ら
れ

な
い
客
観
的
不
確
実
性
で
あ
る
。
実
存
と
は
時
間
の
中
で
永
遠
的
な
も
の
を
期
待
的
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
永
遠
は
時
間
の
無
限
化
で

は
な
く
、
永
遠
の
浄
福
に
於
け
る
よ
ろ
こ
び
は
、
過
去
も
な
く
、
未
来
も
な
く
、
神
と
の
完
全
な
現
在
で
あ
る
。
永
遠
に
於
て
は
実
存
が

　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

な
い
。
　
第
十
四
講
話
（
一
八
西
四
年
六
月
）
は
イ
エ
ス
到
来
を
つ
げ
る
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
・
ヨ
ハ
ネ
の
叫
び
を
取
扱
っ
て
い
る
。
第
十
五
講

講
．
（
天
四
四
年
八
月
）
は
倫
理
⊥
蓑
的
鳥
偏
の
概
念
を
深
く
追
求
し
て
い
る
・
神
と
の
関
係
へ
の
人
間
の
渇
望
と
人
間
の
自
冒
身

の
と
り
も
ど
し
に
対
す
る
神
の
方
法
は
奇
妙
で
あ
る
。
魂
と
精
神
と
し
て
の
人
間
自
身
に
よ
っ
て
、
人
間
は
自
己
自
身
を
支
配
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
人
閾
は
本
来
性
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
精
神
か
ら
生
ま
れ
ね
ぽ
な
ら
ず
、
こ
の
新
し
い
精
神
そ
の
も
の
が
神
へ
の
応
答
を

通
し
て
自
己
自
身
を
支
配
す
る
。
そ
の
際
精
神
が
人
聞
自
身
の
と
り
も
ど
し
に
し
っ
て
神
の
愛
に
よ
る
犠
牲
と
な
る
問
に
、
外
面
的
自
己

は
無
に
な
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
倫
理
一
宗
教
的
建
揚
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
第
十
六
講
話
（
一
八
四
四
年
八
月
）
に
於
て
は
宗
教
性
A
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
「
責
め
」
と
し
て
の
「
と
げ
」
（
苦
悩
）
は
不
安
や
、
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時
闇
と
永
遠
の
危
機
的
緊
張
か
ら
生
ず
る
こ
と
が
語
ら
れ
、
苦
悩
と
責
め
は
、
そ
の
否
定
性
が
指
示
す
る
救
済
と
の
関
係
の
中
で
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

れ
る
時
に
の
み
、
実
存
の
と
り
も
ど
し
の
た
め
に
有
効
で
あ
る
。
第
十
七
講
話
（
一
八
四
四
年
三
月
）
に
於
て
は
臆
病
が
人
間
が
責
め
と

信
仰
と
の
間
の
緊
張
の
中
で
守
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
大
き
な
危
険
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
逆
に
勇
気
は
内
面
性
へ
の
沈
黙
に
も
ど
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

と
に
よ
っ
て
産
み
だ
さ
れ
、
自
己
の
実
存
回
復
へ
の
契
機
で
あ
る
。
第
十
八
講
話
（
一
八
四
四
年
三
月
）
は
信
仰
に
於
て
実
存
に
保
証
さ

れ
る
も
の
は
永
遠
の
不
変
性
を
持
つ
内
面
性
で
あ
り
、
神
ぞ
の
も
の
は
人
間
の
関
わ
る
た
だ
一
つ
の
ふ
さ
わ
し
い
対
象
で
あ
る
と
語
る
。

　
以
上
の
『
講
話
』
の
内
容
か
ら
明
ら
か
な
様
に
、
　
「
倫
理
…
宗
教
的
建
揚
は
、
実
存
の
宗
教
性
A
に
向
っ
て
の
美
的
一
倫
理
的
な
実
存

の
否
定
と
、
宗
教
性
に
於
て
現
わ
れ
る
信
仰
、
救
済
、
内
面
化
、
絶
望
な
ど
へ
の
弁
証
法
的
関
係
で
あ
る
。

二
、
宗
教
性
A
と
し
て
の
建
揚

　
こ
れ
を
『
後
書
』
（
一
八
四
六
年
）
及
び
『
キ
リ
ス
ト
教
的
講
話
』
（
一
八
四
八
年
）
に
よ
っ
て
梅
成
す
る
。
「
建
揚
的
な
も
の
は
何
か
？

そ
の
最
初
の
解
答
は
お
そ
る
べ
き
も
の
（
α
簿
鴨
。
猟
爲
＆
Φ
巳
①
）
で
あ
る
。
」
「
責
め
意
識
の
内
面
性
に
対
す
る
お
そ
れ
の
強
さ
は
、
建
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

に
対
す
る
比
例
関
係
に
あ
る
。
一
「
建
揚
的
な
も
の
が
全
て
の
宗
教
性
に
対
す
る
本
質
的
な
述
語
で
あ
る
限
り
、
宗
教
性
A
も
ま
た
そ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

閲
有
の
建
揚
的
な
も
の
を
持
つ
だ
ろ
う
。
」
こ
う
し
て
建
揚
的
な
も
の
は
内
在
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
　
ま
ず
美
的
な
も
の
に
対
す
る
否
定

で
あ
り
、
美
的
な
自
己
自
身
を
排
除
す
る
絶
滅
作
用
で
あ
る
。
「
こ
れ
は
自
己
の
内
に
神
一
関
係
を
見
出
し
、
こ
の
神
1
1
関
係
へ
徹
底
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

に
苦
悩
し
つ
つ
沈
み
、
そ
こ
に
基
底
を
求
め
る
。
」
従
っ
て
宗
教
性
A
と
し
て
の
建
揚
は
宗
教
性
B
へ
の
建
揚
の
た
め
の
土
台
で
あ
り
、

ま
ず
美
的
－
倫
理
的
実
存
の
成
立
す
る
基
底
を
根
こ
そ
ぎ
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
高
ま
る
と
は
深
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
建
幽
す
る
と
は
、

ま
ず
実
存
の
土
台
を
逆
説
的
に
破
壊
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
上
で
「
人
は
深
く
水
を
掘
り
下
げ
る
と
き
、
そ
れ
だ
け
掘
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
＞

噴
水
は
高
く
の
ぼ
る
し
の
で
あ
る
。
美
的
な
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
建
揚
的
な
も
の
の
位
置
は
個
人
の
外
部
に
あ
り
、
個
人
が
そ
の
場
所
を

探
求
す
る
。
し
か
し
倫
理
…
宗
教
的
な
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
百
人
が
自
己
霞
身
を
絶
滅
し
た
時
、
個
人
の
実
存
の
中
に
三
面
的
な
も
の
を
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（
3
6
）

見
出
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
す
べ
て
奨
揚
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
「
お
そ
れ
」
（
司
。
醜
給
締
『
㊦
）
が
土
台
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

な
く
し
て
は
、
建
揚
は
幻
想
に
終
る
だ
ろ
う
。
「
お
そ
れ
」
は
実
存
的
個
人
の
内
面
性
に
新
た
な
次
元
を
切
り
開
く
、
こ
れ
が
宗
教
性
A

と
し
て
の
各
紙
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
倫
理
的
象
面
が
妨
害
の
役
に
ま
わ
り
、
建
揚
は
そ
れ
の
否
定
性
と
な
る
。
「
建
揚
的
な
も
の
と
は
、

あ
の
緊
張
し
た
対
立
関
係
を
止
揚
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
を
精
神
的
に
は
げ
ま
さ
れ
て
最
後
ま
で
耐
え
忍
ぶ
勇
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

に
よ
っ
て
、
い
わ
ぽ
棚
上
げ
に
し
て
し
ま
う
こ
と
、
こ
こ
に
こ
そ
建
揚
的
立
場
の
面
目
が
あ
る
。
」

三
、
泉
教
性
B
と
し
て
の
建
揚

　
「
実
存
を
罪
と
し
て
逆
説
的
に
表
現
し
、
又
永
遠
の
真
理
を
時
闘
の
中
で
生
成
し
た
逆
説
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
、
換
言
し
て
、
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

ス
ト
教
的
な
意
味
に
於
け
る
宗
教
的
真
理
と
し
て
決
定
的
要
素
は
、
そ
れ
ら
の
建
揚
的
講
話
の
中
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
」
宗
教
性
B
と

し
て
の
建
揚
も
し
く
は
逆
説
的
論
難
が
登
場
す
る
の
は
、
実
存
が
何
か
そ
れ
の
外
部
の
も
の
と
の
接
触
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
逆
説

で
あ
り
、
時
間
の
内
な
る
神
、
神
人
な
ど
と
規
定
さ
れ
る
本
来
的
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
で
あ
る
。
宗
教
性
A
に
於
け
る
建
揚
は
、
実
存

の
中
で
神
1
1
関
係
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
契
機
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
再
び
実
存
の
外
部
の
も
の
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
　
一
点
に
ま
で
集
中
さ
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
理
解
、
つ
ま
り
逆
説
と
し
て
の
神
人
と
言
う
思
想
が
、
宗
教
性
B
に
は
前
提

さ
れ
て
い
る
。
「
建
揚
」
は
こ
こ
で
始
め
て
土
台
を
得
て
地
上
に
う
ち
建
て
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
も
、
「
時
間
の
内
な
る
神
」
と
の

関
係
に
よ
っ
て
実
存
の
内
面
に
生
ず
る
罪
の
超
越
と
雷
う
否
定
性
が
仲
介
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

　
宗
教
性
A
の
建
揚
と
し
て
の
門
お
そ
れ
」
は
、
罪
と
そ
の
赦
し
と
し
て
の
逆
説
と
し
て
の
「
お
そ
れ
の
中
に
入
り
込
み
、
建
揚
的
な
も

の
は
ま
さ
に
最
初
の
一
瞥
で
は
敵
と
思
わ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
お
そ
れ
が
起
揚
の
前
提
と
な
り
、
そ
の
従
者
と
な
り
、
そ
の
友
と
な
る
程

に
勝
利
に
み
ち
た
も
の
で
あ
る
。
匿
者
が
人
を
殺
す
毒
物
を
薬
剤
に
変
え
る
よ
う
に
、
か
く
て
更
に
輝
か
し
い
方
法
で
賞
揚
的
な
も
の
に
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（
4
0
）

於
て
お
そ
れ
が
建
揚
に
変
わ
る
の
で
あ
る
。
」
こ
う
『
キ
リ
ス
ト
教
的
講
話
』
（
一
八
四
八
年
）
の
中
で
言
わ
れ
る
。
世
故
と
か
悲
哀
と
か

は
世
俗
的
な
意
味
で
の
救
済
の
必
要
が
あ
る
が
、
決
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
建
徳
を
要
求
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も

の
は
、
入
闘
的
な
苦
悩
が
ど
れ
程
大
き
か
ろ
う
と
も
、
慰
め
に
よ
っ
て
無
限
に
増
大
さ
せ
ら
れ
、
絶
望
に
ま
で
致
ら
し
め
ら
れ
る
の
を
知

る
と
き
に
は
じ
め
て
、
始
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
　
キ
リ
ス
ト
教
的
な
慰
め
ば
地
上
最
大
の
不
幸
よ
り
さ
ら
に
絶
望
に
近
い
。
「
こ
う
し
て
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

揚
は
、
主
の
御
名
を
衣
せ
ら
れ
て
」
、
キ
リ
ス
ト
教
血
綿
揚
（
号
⇔
。
訂
蜂
魯
α
q
①
○
℃
ξ
α
q
σ
q
色
。
。
①
）
が
こ
こ
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
」

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
宗
教
性
B
と
し
て
の
建
揚
は
救
済
の
出
来
事
と
し
て
の
啓
示
と
、
実
存
の
逆
説
的
な
関
係
の
中
で
の
建
揚
で
あ

り
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
名
付
け
た
逆
説
的
帯
揚
で
あ
る
。
そ
の
運
動
は
罪
と
し
て
の
絶
望
が
単
に
神
の
前
に
あ
る
（
宗
教
性
A
）
だ
け

で
は
な
く
、
主
体
的
決
断
に
よ
っ
て
逆
説
を
儒
じ
、
そ
こ
に
生
ず
る
罪
か
ら
の
解
放
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
油
染
的
で
あ
っ
た
倫
理

宗
教
的
な
建
揚
が
、
対
自
的
な
宗
教
性
A
と
し
て
の
建
揚
（
否
定
性
）
を
へ
て
給
合
と
し
て
の
宗
教
性
B
（
否
定
の
否
定
）
と
し
て
の
建

揚
へ
と
発
展
し
た
の
だ
と
も
言
い
得
る
。
こ
こ
で
建
揚
は
神
の
絶
対
的
愛
で
あ
り
、
そ
れ
と
絶
対
的
に
関
係
す
る
宗
教
的
実
存
の
肯
定
と

誉
う
逆
説
的
人
闘
愛
へ
の
展
闇
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
で
あ
る
。
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四
、
宗
教
性
嚢
か
ら
の
還
櫓
的
建
揚

　
さ
ら
に
『
死
に
至
る
病
』
（
一
八
四
九
年
）
は
直
接
的
実
存
の
絶
望
の
問
題
を
臨
床
的
に
提
示
し
よ
う
と
す
る
が
、
こ
の
著
作
の
團
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

は
「
建
揚
と
覚
醒
の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
的
心
理
学
的
論
述
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
人
生
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
の
関
係
、
つ

ま
り
、
「
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
の
こ
の
倫
理
的
側
面
、
こ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
建
揚
的
な
も
の
な
の
で
あ
っ
て
…
…
冷
淡
な
の
が
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

徴
的
で
あ
る
学
問
的
態
度
と
は
全
く
質
的
に
異
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
倫
理
学
の
問
題
の
提
示
で
あ
っ
て
、
我
々
が
規
定

す
る
宗
教
性
B
か
ら
の
還
相
的
建
揚
へ
の
照
明
で
あ
る
。
「
キ
リ
ス
ト
教
的
認
識
は
す
べ
て
、
そ
の
形
式
が
ど
れ
程
厳
密
で
あ
ろ
う
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

配
慮
さ
れ
た
も
の
（
、
謬
ξ
ヨ
ユ
α
q
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
こ
の
配
慮
こ
そ
、
ま
さ
に
建
揚
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

こ
の
配
慮
は
実
存
的
現
実
に
対
す
る
関
係
で
あ
り
、
「
キ
リ
ス
ト
教
的
に
は
真
剣
さ
と
言
う
語
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
」
こ
う
し
て
『
死
に

至
る
病
』
に
於
て
は
「
宗
教
性
B
か
ら
の
建
揚
は
キ
リ
ス
ト
教
的
配
慮
と
し
て
の
真
剣
さ
で
あ
る
と
言
い
得
る
。
し
か
も
こ
の
概
念
は

『
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
修
練
』
（
一
八
五
〇
年
）
に
於
け
る
同
時
性
の
概
念
に
ま
で
進
展
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
建
揚
の
概
念
の
弁

証
法
は
上
昇
と
か
深
化
を
と
も
な
い
つ
つ
、
美
的
な
も
の
に
対
す
も
る
の
か
ら
こ
こ
ま
で
た
ど
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
「
宗
教
性
B
か
ら
の
建
揚
」
概
念
の
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
よ
る
最
も
す
ぐ
れ
た
思
想
提
示
は
、
『
愛
の
わ
ざ
』
（
心
八
四
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

の
第
二
部
の
一
の
一
「
だ
が
愛
は
外
揚
す
る
し
に
於
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
；
ル
は
。
℃
び
話
σ
q
①
の
言
語
分
析
を
行
い
、

そ
の
語
が
「
上
に
建
て
る
」
を
意
味
し
、
r
建
て
る
と
は
土
台
か
ら
建
て
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
上
に
建
て
る
と
は
高
さ
と
同
時
に
深
さ
を
も

示
し
て
い
る
と
理
解
す
る
。
「
愛
は
建
揚
す
る
」
と
は
愛
よ
り
も
捏
揚
が
集
合
的
に
大
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に

も
拘
わ
ら
ず
、
宗
教
性
B
か
ら
み
れ
ば
「
建
造
す
る
こ
と
は
も
っ
ぱ
ら
愛
に
の
み
固
有
で
あ
る
。
し
「
建
揚
的
な
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
に
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

が
あ
り
、
愛
が
あ
る
に
た
る
と
こ
ろ
に
建
揚
的
な
も
の
が
あ
る
。
」
精
神
的
な
意
味
で
土
台
と
し
て
の
建
窯
は
愛
で
あ
る
。
「
愛
は
全
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

も
の
の
源
泉
で
あ
り
、
精
神
的
な
意
味
で
、
愛
は
精
神
生
活
の
最
も
深
い
基
盤
で
あ
る
。
」
土
台
が
愛
で
あ
り
、
し
か
も
築
か
る
べ
き
建

物
は
、
再
び
愛
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
建
揚
と
は
愛
の
最
も
固
有
の
規
定
で
あ
る
。
「
愛
を
取
り
去
れ
／
そ
ヶ
す
れ
ぽ
建
讃
す
る
も
の
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

も
な
く
、
建
揚
さ
れ
る
者
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
扁
こ
の
よ
う
に
し
て
宗
教
性
A
の
お
そ
れ
を
も
っ
て
実
存
的
に
建
揚
さ
れ
た
者
は
、
絶

望
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
把
ん
だ
止
揚
は
再
び
還
相
面
と
し
て
「
愛
す
べ
し
」
と
言
う
厳
格
な
命
令
と
な
っ
て
倫
理
一
宗
教
的
段
階
、
も
し

く
は
美
の
段
階
へ
と
も
ど
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
「
真
の
建
揚
」
は
強
調
し
て
言
え
ば
、
最
も
深
い
意
味
で
、
こ
の
「
愛
す
べ
し
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

り
、
そ
れ
が
絶
望
か
ら
の
救
い
な
の
で
あ
る
。
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結

以
上
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
四
つ
の
段
階
を
も
つ
「
建
揚
」
の
概
念
を
吟
味
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
「
建
揚
」
の
概
念



が
、
初
期
思
想
か
ら
後
期
ま
で
の
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
発
展
の
中
で
、
確
固
と
し
た
導
き
の
糸
で
あ
り
、
し
か
も
極
め
て
有
力
な
一

貫
性
を
持
っ
た
概
念
で
あ
っ
て
、
極
言
す
れ
ぽ
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
理
解
に
は
不
可
欠
な
概
念
で
あ
る
こ
と
が
充
分
に
提
示
さ
れ
得
た
と

考
え
る
。
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